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松下電器発祥の地・猪飼野
論叢　松下幸之助

1

独
立
の
地
は
〝
大
阪
市
東
成
区
〞

松
下
幸
之
助
は
大
正
六
年
の
六
月
、
そ
れ
ま
で
勤
め
て
い
た
「
大
阪
電
燈
株
式

会
社
」
を
依
願
退
職
し
、
独
立
の
道
を
歩
み
出
し
た
。
そ
の
頃
住
ん
で
い
た
、〝
猪

飼
野
〞
の
借
家
を
作
業
場
に
改
造
し
て
、
み
ず
か
ら
の
考
案
に
な
る
〝
松
下
式
ソ

ケ
ッ
ト
〞（
＝
実
用
新
案
第
四
二
一
二
九
号
。
二
股
ソ
ケ
ッ
ト
で
は
な
い
。
そ
れ

は
も
う
少
し
の
ち
の
こ
と
で
あ
る

（
1
）

）
の
製
造
を
始
め
た
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
二
十
二
歳
の
青
年
の
型
破
り
な
、
常
識
的
に
考
え
れ
ば
ほ
と
ん
ど
成
算

が
あ
る
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
無
謀
な
独
立
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
〝
無
謀
〞

が
な
け
れ
ば
、
今
日
の
〝
世
界
の
松
下
電
器
〞
の
存
在
は
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
辺
り
の
経
緯
は
数
多
く
の
文
献
の
随
所
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
『
大

阪
立
身
―
小
説
・
松
下
幸
之
助
』（
邦
光
史
郎
著
、
サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
出
版
局
、

昭
和
五
十
年
）、『
望
洋
―
井
植
三
兄
弟
』（
同
著
、
日
本
経
済
新
聞
社
、
昭
和
六
十

年
）
そ
の
他
の
小
説
な
ど
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
そ
の
独
立
の
地
、
す
な
わ
ち
松
下
電
器
発
祥
の
地
が
〝
大
阪
府
東
成
郡

鶴
橋
町
大
字
猪
飼
野
〞
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
松
下
の
自
著
『
自
敘
傳
』（
松
下
電

器
産
業
、
昭
和
十
七
年
）
に
、

「
工
場
は
僕
の
住
ん
で
ゐ
る
平
屋
（
當
時
猪
飼
野
に
居
っ
た
）
…
…
」

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る

（
2
）

。

と
こ
ろ
が
、『
松
下
電
器
五
十
年
の
略
史
』（
松
下
電
器
産
業
・
創
業
五
十
周

年
記
念
行
事
準
備
委
員
会
、
昭
和
四
十
三
年
）
に
な
る
と
、「
東
成
郡
（
現
在
は

大
阪
市
生
野
区
）
猪
飼
野
」
と
、
現
・
区
名
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
猪
飼
野
地
区
は
現
在
の
生
野
・
東
成
の
両
区
に
跨
ま
た
が

っ
て
い
る
の
で
、

猪
飼
野
の
ど
の
地
点
な
の
か
が
特
定
さ
れ
な
い
限
り
、
生
野
区
と
も
東
成
区
と

も
断
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
「
生
野
区
」
と
い
う
区
名
注
記
が
誤
り
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
以
前
、

す
で
に
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
総
合
研
究
所
・
佐
藤
悌
二
郎
氏
の

論
考
「【
事
蹟
研
究
】
松
翁
の
足
跡
・
其
の
一
『
独
立
の
地
・
猪
飼
野
』」（『
松
下

幸
之
助
研
究
』
２
０
０
０
・
春
季
号
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）
に
私
の
主
張
が
採
用

さ
れ
て
い
る

（
3
）

。

こ
の
た
び
、
佐
藤
氏
の
そ
の
論
考
を
Ｐ
Ｈ
Ｐ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
読
ま
れ

た
吉
村
と
い
う
方
か
ら
、
極
め
て
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
る
証
言
が
寄
せ
ら
れ
、

こ
れ
が
突
破
口
と
な
っ
て
、
猪
飼
野
に
お
け
る
正
確
な
住
所
を
つ
い
に
突
き
止

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
住
所
は
、

松
下
電
器
発
祥
の
地
・
猪
飼
野

足
代
健
二
郎



中央区 
天王寺区 

東成区 

生野区 天王寺区 

地下鉄千日前線 

近鉄奈良線 Ｊ
Ｒ
大
阪
環
状
線 

ロ ハ 
ニ 

ホ 
谷町九丁目 

上本町 

玉
造 

鶴
橋 

イ 
★ 

千日前通り 

松下電器 
　発祥の地 

「松下幸之助ゆかりの地域」現況図
（ の部分＝猪飼野地区、 の部分の詳細図を94～95頁に掲げた）

イ　亀之橋（明治末期以後、この橋の東側に人家が建ち始める）

ロ　大阪電燈株式会社・高津営業所

（現・関西電力高津変電所、大阪市中央区高津１丁目５番街区）

なお、西へ約100メートルの場所に、松下が貧窮時代に利用した田中喜兵衛経営の

質屋があった（現・高津１丁目６番10号の近く）

ハ　大阪電燈在職中の大正５年、松下式ソケット実用新案出願の住所（現・中央区上

汐２丁目５番７号あたり）

ニ　天王寺区舟橋町（松下がある時期、下宿していたと考えられる場所＝金山乾治の

証言などによる）

ホ　天王寺区東上町の東上湯（松下がある時期、この銭湯を利用していたとの伝聞が

ある。現・東上温泉）

・ＪＲ環状線＝当時、国鉄城東線（鶴橋駅は存在せず。レールは地上線。車両は汽車）

・近鉄線＝当時、大阪電気軌道（通称「大軌」）。鶴橋停留所は現・鶴橋駅より東へ200

メートルの位置。地上線だが、城東線を跨ぐ付近のみ高架。上本町終点以西は市電

のエリアであった。

・千日前通り、地下鉄千日前線＝ともに、当時は存在せず。

・生野区の区域＝当時、東成区に所属。
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松下電器発祥の地・猪飼野
論叢　松下幸之助

大
阪
府
東
成
郡
鶴
橋
町
大
字
猪
飼
野
字
針
求
一
三
九
九
〜
一
四
〇
〇
番
地

で
あ
り
、
こ
の
場
所
は
の
ち
に
大
阪
市
に
編
入
さ
れ
て
、

→

大
阪
市
東
成
区
猪
飼
野
町
同
番
地
（
大
正
十
四．

四．

一
〜
）

→

大
阪
市
東
成
区
猪
飼
野
大
通
二
丁
目
一
番
地
（
昭
和
七．

四．

一
〜
）

→

大
阪
市
東
成
区
大
成
通
二
丁
目
一
番
地
（
昭
和
十
九．

一．

一
〜
）

→

大
阪
市
東
成
区
玉
津
二
丁
目
一
番
地
（
昭
和
四
十
五．

九．

一
〜
）

と
な
っ
た
（
九
五
頁
地
図
参
照
）。

住
居
表
示
で
は
玉
津
二
丁
目
七
番
街
区
・
一
四
番
街
区
の
一
部
に
該
当
す
る
。

2

猪
飼
野
地
区
の
あ
ら
ま
し

さ
て
こ
こ
で
、
松
下
電
器
の
社
史
が
猪
飼
野
に
つ
い
て
何
故
〝
生
野
区
〞
と
誤

っ
て
注
記
し
た
の
か
と
い
う
理
由
を
も
含
め
て
、
猪
飼
野
地
区
（
近
世
の
猪
飼
野

村
、
近
代
の
猪
飼
野
町
）
の
位
置
・
領
域
・
沿
革
等
の
大
要
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

猪
飼
野
の
地
名
は
、
日
本
書
紀
・
仁
徳
天
皇
十
四
年
の
条
に
「
猪
甘
（
い
か

い
＝
猪
飼
）
の
津
に
橋
わ
た
す
。
そ
の
処
を
な
づ
け
て
小
橋
と
い
う
」
と
記
す
と

こ
ろ
の
〝
猪
甘
の
津
〞
に
由
来
す
る
。
こ
れ
は
わ
が
国
最
古
の
橋
の
記
述
と
し
て

有
名
な
記
事
で
あ
る
。

こ
の
猪
甘
津
の
橋
は
、
江
戸
時
代
、
鶴
が
多
く
飛
来
し
た
た
め
に
名
付
け
ら
れ

た
「
鶴
之
橋
」
の
場
所
に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
橋
の
名
は
、
近
代
に
お

け
る
鶴
橋
村
・
鶴
橋
町
・
鶴
橋
駅
な
ど
の
名
前
の
ル
ー
ツ
と
な
っ
て
い
る
。

「
鶴
之
橋
」
は
、
大
阪
の
東
郊
を
南
北
に
流
れ
る
平
野
川
、
古
名
百
済
川
に
架

け
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
は
る
か
下
流
に
あ
た
る
猪
飼
野
北
部
に
は
、
江
戸
期
以

来
、
亀
之
橋
（
現
・
東
成
区
玉
津
二
丁
目
二
〇
番
街
区
）
が
あ
っ
た
。
猪
飼
野
地

区
は
、
こ
の
平
野
川

（
4
）
の
右
岸
す
な
わ
ち
東
側
に
沿
っ
た
、
南
北
約
二
四
〇
〇
メ
ー

ト
ル
の
細
長
い
地
域
で
あ
る
。
そ
の
集
落
は
、
鶴
之
橋
付
近
（
現
・
生
野
区
桃
谷

三
丁
目
）
に
あ
り
、
そ
の
他
は
す
べ
て
農
地
で
あ
っ
た
。

農
地
部
分
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
舟
橋
町
や
、高
津
町
方
面
に
通
ず
る「
亀
之
橋
」

の
周
辺
が
明
治
末
期
〜
大
正
初
期
に
か
け
て
先
に
開
け
た
。
大
正
六
年
の
〝
独
立

の
地
〞
が
こ
れ
に
あ
て
は
ま
る
。
そ
れ
以
南
、
す
な
わ
ち
生
野
区
方
面
は
大
正
八

年
か
ら
の
「
鶴
橋
耕
地
整
理
」
事
業
に
よ
っ
て
昭
和
二
年
以
降
急
速
に
市
街
化
が

進
行
し
た
（『
大
阪
建
設
史
夜
話
』〈
㈶
大
阪
都
市
協
会
、
昭
和
五
十
五
年
〉
参
照
）。

猪
飼
野
は
古
来
、
東
成
郡
に
属
し
た
が
、
大
正
十
四
年
、
大
阪
市
に
編
入
さ
れ
て

東
成
区
の
一
部
と
な
っ
た
。

昭
和
十
八
年
、
東
成
区
の
う
ち
近
鉄
線
以
南
を
分
割
し
て
生
野
区
を
創
設
し
た

際
、
猪
飼
野
の
大
部
分
は
生
野
区
に
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
近
鉄
線
以
北

（
猪
飼
野
全
体
の
約
六
分
の
一
）
は
従
来
通
り
東
成
区
所
属
の
ま
ま
残
っ
た
。

東
成
区
に
属
す
る
部
分
は
、
こ
れ
よ
り
先
、
昭
和
七
年
に
猪
飼
野
大
通
一
〜
三

丁
目
と
改
称
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
昭
和
十
九
年
〝
大
成
通
一
〜
三
丁
目
〞
と
改
め

ら
れ
、〝
猪
飼
野
〞
の
名
称
が
生
野
区
よ
り
三
十
年
近
く
も
早
く
廃
止
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
が
略
史
に
お
い
て
、
猪
飼
野
＝
生
野
区
と
誤
認
さ
れ
た
原
因
で
あ
っ
て
、

そ
れ
以
上
の
深
い
理
由
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

な
お
、
生
野
区
猪
飼
野
（
東
・
中
・
西
）
の
方
も
、
昭
和
四
十
八
年
、
住
居
表

示
の
施
行
に
伴
い
、
鶴
橋
・
桃
谷
・
中
川
西
・
中
川
・
勝
山
北
・
同
南
・
田
島
の

各
一
部
と
な
り
、
町
名
と
し
て
の
猪
飼
野
は
全
く
消
滅
し
た
。
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東成区猪飼野町北部実測図（部分、昭和２～７年当時）

昭和２年に開通した市電道路（現・千日前通り）以外、町並みの基本的プランは大

正６年頃とさほど大きな違いはないであろう。（戸川益良氏提供）
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松下電器発祥の地・猪飼野
論叢　松下幸之助

千日
前通

 

地下
鉄千
日前
線 

玉 津 二 丁 目玉 津 二 丁 目  

玉 津 三 丁 目玉 津 三 丁 目  

玉 津 二 丁 目  

玉 津 三 丁 目  

⑧ 
⑦ 

⑥ 

⑥ 

⑭ 

⑮ 

⑯ 
⑰ 

⑰ 

⑬ 

⑬ 

⑱ 

⑱ 

⑪ 

⑪ 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑤ 

⑥ 

⑥ 

⑦

⑲ 

⑲ 

日光 
温泉 

深草山 
寳塔寺 
別院 

松之橋跡松之橋跡 
（船橋町ニ至ル）（船橋町ニ至ル） 

亀之橋跡亀之橋跡 
（船橋町ニ至ル）（船橋町ニ至ル） 

松之橋跡 
（舟橋町ニ至ル） 

亀之橋跡 
（舟橋町ニ至ル） 

“発祥の地”周辺の町並み現況図　

は右図による吉村安次郎所有地における昭和初期の建物配置

・現、玉津二～三丁目のうちの白抜き部分＝猪飼野地区。

・○の中の数字は住居表示の街区番号。

例：⑦……玉津二丁目７番街区

日本特殊地図協会発行、大阪市東成区
詳細図（大成連合町会区域図・部分）を
発行者の許可を得て使用・加筆

100ｍ500
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い
る
。

小
説
と
は
い
え
、
他
に
頼
る
記
録
が
全
く
な
い
以
上
、
こ
れ
を
参
考
に
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
し
、
作
者
が
松
下
に
直
接
取
材
を
し
た
上
で
書
い
た
可
能
性
が
十

分
あ
る
よ
う
に
も
思
え
た
。

私
は
こ
の
記
述
と
、
略
史
の
〝
現
在
は
大
阪
市
生
野
区
〞
の
記
載
に
従
っ
て
、

現
・
生
野
区
鶴
橋
三
丁
目
の
柳
橋
通
り
付
近

（
6
）
を
一
応
の
候
補
地
と
仮
定
し
、
そ
れ

を
自
作
の
〝
猪
飼
野
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
〞
に
記
入
し
て
知
人
等
に
配
布
し
た
。
た
だ

し
、
こ
の
付
近
で
の
聞
き
込
み
か
ら
は
何
の
手
応
え
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
東
成
区
大
成
連
合
振
興
町
会
会
長
の
小
川
治
海
氏
が
、
地
元
の
会

合
で
こ
の
マ
ッ
プ
に
記
さ
れ
た
〝
松
下
独
立
の
地
〞
を
話
題
に
し
た
と
こ
ろ
、
そ

れ
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
発
言
が
あ
っ
た
。

①
　
東
成
区
玉
津
三
丁
目
の
Ａ
理
容
所
は
、
元
は
、
松
下
の
大
阪
電
燈
時
代
の
同

僚
で
あ
っ
た
金
山
（
乾
治
。
明
治
二
十
五
年
生
ま
れ
）
と
い
う
人
の
経
営
す
る
〝
美

人
館
〞
と
い
う
理
髪
店
で
あ
っ
た
。
の
ち
に
そ
の
店
を
買
い
取
っ
て
そ
こ
で
営
業

し
て
い
る
Ａ
氏
が
、
以
前
金
山
か
ら
聞
い
た
話
に
よ
る
と
、
松
下
さ
ん
は
（
玉
造

に
あ
っ
た
金
山
の
実
家
で
の
下
宿
の
の
ち
＝
筆
者
補
足

（
7
）

）、
天
王
寺
区
の
舟
橋
町

で
下
宿
し
て
い
た
と
い
う
。

余
談
だ
が
、
Ａ
氏
に
よ
る
と
金
山
は
昭
和
天
皇
に
そ
っ
く
り
な
風
貌
の
人
だ
っ

た
ら
し
い
。

②
　
戸
川
益
良
氏
（
昭
和
二
年
生
ま
れ
。
玉
津
三
丁
目
在
住
）
か
ら
の
情
報
に
よ

る
と
、
戸
川
氏
の
近
所
の
Ｂ
氏
（
明
治
三
十
三
年
生
ま
れ
。
故
人
）
は
大
正
の
中

頃
か
ら
昭
和
九
年
九
月
（
室
戸
台
風
に
よ
っ
て
工
場
が
倒
壊
し
た
と
い
う
）
ま
で

現
在
の
東
成
区
玉
津
二
丁
目
辺
り
で
メ
ッ
キ
工
場
を
経
営
し
て
い
た
。
そ
の
Ｂ
氏

ち
な
み
に
、
猪
飼
野
の
北
端
に
位
置
す
る
〝
字
針
求
〞（
独
立
の
地
）
は
、
室
町

時
代
、
四
天
王
寺
領
で
あ
っ
た
「
猪
養
野
（
い
か
い
の
）
庄
」
の
内
の
〝
字
針
水
〞

と
い
う
田
地
に
比
定
さ
れ
て
い
る
（「
猪
飼
野
郷
土
誌
」〈
猪
飼
野
保
存
会
、
平
成

九
年
〉
参
照
）。

3

検
証
の
過
程

今
回
の
結
論
に
至
る
紆
余
曲
折
を
述
べ
る
こ
と
は
、
一
見
蛇
足
の
よ
う
で
あ
る
が

必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
上
記
の
結
論
を
補
強
す
る
傍
証
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

邦
光
史
郎
作
の
小
説
『
望
洋
―
井
植
三
兄
弟
』
は
、
松
下
の
猪
飼
野
で
の
住
所

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

「
鶴
橋
駅
か
ら
東
へ
向
か
っ
て
す
こ
し
歩
い
て
い
く
と
、
畑
の
中
に
、
長
屋
が

見
え
て
き
ま
す
」

こ
れ
は
幸
之
助
の
妻
う
め
の
（
作
中
の
仮
名
）
が
、
郷
里
の
弟
・
井
植
歳
男
を

呼
び
寄
せ
る
た
め
に
出
し
た
、
松
下
の
住
居
を
教
え
る
ハ
ガ
キ
の
文
面
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
あ
と
の
文
章
に
も
「
細
長
い
平
屋
建
て
の
長
屋
」「
チ
マ
チ
マ
と
し

た
家
が
ず
ら
り
と
六
軒
ほ
ど
一
つ
屋
根
の
下
に
つ
ら
な
っ
て
い
る
」「
井
戸
も
共

通
な
ら
、
便
所
も
共
用
で
…
…

（
5
）

」
な
ど
と
極
め
て
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
描
写
は
、
神
坂
次
郎
『
天
馬
の
歌
』（
日
本
経
済
新
聞
社
、
平
成

六
年
）
や
津
本
陽
『
不
況
も
ま
た
良
し
』（
幻
冬
舎
、
平
成
十
二
年
）
に
も
採
り

入
れ
ら
れ
て
、「
借
家
は
、
鶴
橋
駅
か
ら
東
へ
す
こ
し
歩
い
た
と
こ
ろ
の
、
畑
の

な
か
に
六
軒
ほ
ど
並
ん
だ
軒
の
低
い
長
屋
の
一
軒
で
あ
っ
た
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
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が
、
松
下
さ
ん
の
工
場
は
自
分
の
工
場
の
近
く
に
あ
っ
た
と
話
し
て
い
た
。

私
が
そ
の
後
、
土
地
台
帳
に
よ
っ
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
Ｂ
氏
の
昭
和
九
年
以
前

の
住
所
が
〝
猪
飼
野
大
通
二
丁
目
二
四
番
地
〞（
今
回
の
確
定
地
か
ら
南
約
一
〇

〇
メ
ー
ト
ル
。
現
・
玉
津
二
丁
目
一
六
番
街
区
に
該
当
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
戸
川
氏
の
証
言
に
よ
っ
て
、〝
発
祥
の
地
〞
は
現
・
玉
津
二
丁
目
付
近
の

確
率
が
極
め
て
高
い
と
思
わ
れ
た
が
、
こ
の
時
点
で
は
未
だ
決
定
的
な
確
証
を
得

る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

4

吉
村
氏
か
ら
の
情
報

昨
年
十
二
月
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
総
合
研
究
所
の
佐
藤
氏
宛
に
、
吉
村
な
る
人
（
以
下
、

Ｙ
氏
と
記
す
）
か
ら
の
Ｅ
メ
ー
ル
が
届
い
た
。

そ
の
要
点
は
、

①
　
松
下
幸
之
助
さ
ん
が
鶴
橋
に
て
間
借
り
し
て
い
た
家
の
大
家
は
自
分
の
伯
父

の
家
（
当
時
、
防
水
布
製
造
業
）
で
は
な
い
か
と
思
う
（
子
供
の
頃
、
た
し
か
親

か
ら
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
聞
い
た
と
記
憶
し
て
い
る
）。

②
　
幸
之
助
さ
ん
が
吉
村
家
の
親
戚
で
あ
る
林
伊
三
郎
氏
と
一
緒
に
仕
事
を
さ
れ

て
い
た
関
係
で
、
吉
村
家
に
間
借
り
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
う
（
筆
者
注
＝

林
は
大
阪
電
燈
の
元
社
員
で
、
松
下
の
以
前
の
同
僚
。
松
下
が
大
阪
電
燈
を
退
職

し
て
独
立
し
た
際
、
こ
の
人
も
そ
の
頃
勤
め
て
い
た
会
社
を
や
め
、
一
時
松
下
の

ソ
ケ
ッ
ト
作
り
を
手
伝
っ
た
）。

③
　
林
氏
は
、
幸
之
助
さ
ん
の
猪
飼
野
で
の
商
売
の
不
調
が
続
い
た
の
で
一
旦
別

れ
た
が
、
晩
年
は
松
下
に
招
し
ょ
う

聘へ
い

さ
れ
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
に
も
在
籍
し
た
。
そ
の
子
息
は
、

昭
和
三
十
年
代
に
阪
神
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
所
長
と
な
っ
た
が
同
四
十
年
代
は
じ
め
に

死
去
し
た
。

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
こ
に
は
Ｙ
氏
自
身
の
名
も
伯
父
と
い
う
人
の
名
も
明
記
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
ま
た
Ｙ
氏
が
当
時
の
伯
父
さ
ん
の
住
所
と
考
え
て
お
ら
れ
た
地
番
が

示
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
の
ち
に
誤
認
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
こ

こ
に
は
書
か
な
い
。

こ
の
メ
ー
ル
は
か
な
り
具
体
的
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
信
頼
す
る
に
足

る
情
報
ら
し
い
と
い
う
感
じ
は
受
け
た
も
の
の
、
伯
父
に
あ
た
る
人
の
名
前
が
分

か
ら
な
い
上
に
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
住
所
地
番
か
ら
は
何
ら
有
効
な
手
掛
か
り
を

得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

私
は
実
は
こ
の
時
点
で
、『
大
阪
地
籍
台
帳
』（
吉
江
集
画
堂
、
明
治
四
十
四
年
）

と
い
う
土
地
関
係
の
資
料
の
中
か
ら
、

猪
飼
野
村
字
針
求
一
三
九
九
・
一
四
〇
〇
　
吉
村
安
次
郎
（
住
所
＝
舟
橋
町
）

（
宅
地
一
二
六
坪
、
雑
種
地
一
三
七
五
坪
、
計
一
五
〇
一
坪
）

の
記
載
を
見
つ
け
出
し
、
こ
れ
を
一
応
マ
ー
ク
し
て
い
た
。
そ
の
土
地
の
場
所

は
戸
川
氏
の
証
言
に
も
大
体
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る

（
8
）

。

そ
し
て
、
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
の
日
数
を
経
た
の
ち
、
ふ
と
、
古
い
電
話
帳
を

調
べ
て
み
る
と
い
う
方
法
を
思
い
付
き
、
下
記
の
通
り
の
記
載
を
発
見
し
た

（
9
）

。

大
正
十
二
年
五
月
一
日
現
在
　
大
阪
電
話
番
号
簿
（
電
話
番
号
は
省
略
）

吉
村
安
治
郎
　
　
東
成
、
鶴
橋
、
字
針
求
一
三
三
九
地
　
　
防
水
布
製
造
業
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④
　
お
尋
ね
の
「
舟
橋
町
」
に
つ
い
て
は
、
あ
い
に
く
記
憶
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、

子
供
の
頃
伯
父
の
家
は
鶴
橋
駅
の
近
く
と
い
う
こ
と
は
聞
い
て
い
ま
し
た
。
直
接

関
係
は
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、「
さ
な
だ
や
ま
」
と
い
う
言
葉
を
父
が
よ
く

使
っ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
も
次
々

に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
歴
史
に
残
る
偉
大
な
方
の
伝
承
と
し
て
お
役
に
立

て
ば
、
本
当
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

法
務
局
備
え
付
け
の
「
移
記
閉
鎖
登
記
簿
」
の
記
載
か
ら
、
明
治
四
十
二
年
〜

昭
和
二
年
当
時
の
吉
村
安
次
郎
の
住
所
が
次
の
通
り
と
判
明
し
た
。

大
阪
市
天
王
寺
区
舟
橋
町
四
三
番
地
（
現
・
同
区
舟
橋
町
四
番
街
区
と
真
田
山

町
五
番
街
区
の
各
一
部
に
該
当

（
10
）

）

Ｙ
氏
の
証
言
①
④
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。

こ
の
舟
橋
町
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
と
述
べ
る
べ
き
事
柄
が
あ
る
が
、
論
議
が

多
岐
に
わ
た
り
過
ぎ
る
の
で
、
そ
の
問
題
は
次
の
機
会
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。

な
お
、
の
ち
に
Ｙ
氏
の
ご
教
示
で
知
っ
た
が
、
防
水
布
製
造
業
に
は
自
然
乾
燥

の
た
め
の
広
い
場
所
が
必
要
と
の
こ
と
で
あ
る
。
先
に
掲
げ
た
吉
村
安
次
郎
の
土

地
の
う
ち
、
雑
種
地
一
三
七
五
坪
と
い
う
の
は
、
そ
の
た
め
の
空
き
地
か
も
知
れ

な
い
。5

む
す
び

松
下
幸
之
助
独
立
の
地
（
松
下
電
器
発
祥
の
地
）
が
、
現
・
大
阪
市
東
成
区
玉

津
二
丁
目
一
番
地
の
場
所
に
確
定
し
た
こ
と
は
、
以
上
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

大
正
十
四
年
六
月
一
日
現
在
　
大
阪
電
話
番
号
簿
（
電
話
番
号
は
省
略
）

吉
村
安
治
郎
　
　
東
成
、
猪
飼
野
、
一
三
三
九
地
　
　
　
　
防
水
布
製
造
業

こ
れ
に
よ
っ
て
、
Ｙ
氏
の
伯
父
が
こ
の
人
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
の
確

信
を
得
た
の
で
、
そ
の
こ
と
を
Ｙ
氏
に
メ
ー
ル
で
書
き
送
る
と
同
時
に
、『
大
阪

地
籍
台
帳
』
に
吉
村
安
次
郎
の
住
所
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
〝
舟
橋
町
〞
に
つ

い
て
の
心
あ
た
り
も
、
そ
の
つ
い
で
に
尋
ね
て
み
た
。

そ
れ
に
対
す
る
Ｙ
氏
の
回
答
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
一
部
省
略
し
た
が
、
ほ

ぼ
原
文
の
ま
ま
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

①
　
ご
調
査
の
「
吉
村
安
次
郎
（
防
水
布
製
造
）」
は
間
違
い
な
く
私
の
伯
父

（
父
の
兄
）
で
す
。
明
治
時
代
に
石
川
県
松
任
市
北
安
田
町
（
現
在
の
地
名
）
か

ら
大
阪
に
出
て
き
て
こ
の
業
を
起
こ
し
ま
し
た
。

②
　
松
下
幸
之
助
さ
ん
が
伯
父
の
所
で
借
家
生
活
を
し
て
い
た
と
い
う
の
は
、
私

が
小
学
生
の
頃
（
昭
和
二
十
年
代
前
半
）
に
父
母
か
ら
聞
い
た
こ
と
を
子
供
な
が

ら
覚
え
て
い
ま
す
。「
土
間
で
電
気
部
品
な
ど
を
作
っ
て
お
ら
れ
た
」
と
い
う
程

度
で
、
何
を
作
っ
て
お
ら
れ
た
か
な
ど
詳
細
は
存
じ
ま
せ
ん
（
黒
い
粉
を
練
っ
て

作
っ
た
物
を
土
間
に
沢
山
並
べ
て
お
ら
れ
た
と
か
？
　
の
程
度
で
す
）。

③
　
松
下
幸
之
助
さ
ん
が
伯
父
の
所
で
借
家
し
た
経
緯
で
す
が
、
伯
父
・
父
と
親

交
の
あ
っ
た
従
兄
弟
の
「
林
伊
三
郎
」（
同
郷
出
身
）
と
い
う
人
も
大
阪
へ
出
て

き
て
い
ま
し
て
、
当
時
た
ま
た
ま
松
下
幸
之
助
さ
ん
と
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
関
係
で
林
さ
ん
の
紹
介
で
防
水
布
製
造
を
し
て
い
た
伯
父
の

所
へ
相
談
に
行
っ
た
そ
う
で
す
。
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こ
れ
に
付
随
し
た
情
報
は
今
後
更
に
集
ま
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
こ
の
結
論
を

覆
す
材
料
が
出
る
こ
と
は
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
あ
り
得
な
い
と
思
う
（
根
拠
の
な

い
誤
っ
た
風
説
は
過
去
に
も
い
ろ
い
ろ
と
あ
っ
た
し
、
今
後
も
出
て
く
る
だ
ろ

う
）。過

日
、
Ｙ
氏
か
ら
の
第
二
信
が
届
い
た
ち
ょ
う
ど
そ
の
日
、
東
成
区
大
成
小
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
新
年
互
例
会
が
行
わ
れ
た
。
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
大
成
連
合

会
長
の
小
川
氏
は
、
私
か
ら
の
連
絡
に
よ
る
〝
地
点
確
定
〞
の
ホ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス

を
披
露
さ
れ
た
。
大
成
小
学
校
の
丹
羽
校
長
は
地
域
の
歴
史
に
深
い
関
心
を
持
た

れ
て
お
り
、
当
校
児
童
の
地
域
学
習
の
一
環
と
し
て
〝
発
祥
の
地
〞
の
こ
と
も
取

り
上
げ
た
い
、
と
の
発
言
も
あ
っ
た
と
い
う
。

最
近
、
松
下
電
器
創
業
の
地
で
あ
る
大
阪
市
福
島
区
に
お
い
て
、
顕
彰
碑
の
建

立
が
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

本
年
は
ち
ょ
う
ど
松
下
幸
之
助
氏
生
誕
百
十
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
っ
て

い
る
。
そ
の
年
に
〝
発
祥
の
地
〞
が
判
明
し
た
と
い
う
の
も
、
何
か
の
ふ
し
ぎ
な

力
が
働
い
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
な
い
で
も
な
い
。
東
成
区
に
お
い
て
も
、
福
島

区
同
様
に
顕
彰
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
。

し
か
も
来
る
二
〇
〇
七
年
は
、
幸
之
助
氏
の
猪
飼
野
で
の
独
立
後
九
十
年
の
節

目
の
年
で
あ
る
が
、
猪
飼
野
地
区
の
氏
神
で
あ
る
御
幸
み
ゆ
き
の

森も
り

天
神
宮
で
は
、
こ
の
年

に
向
け
て
〝
創
祀
一
六
〇
〇
年
祭
記
念
事
業
〞（
反
正
天
皇
二
年
、
日
本
書
紀
に

よ
る
と
西
暦
四
〇
七
年
の
創
建
）
の
計
画
が
進
行
中
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
ま

さ
し
く
神
縁
と
い
う
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

【
注
】

（
1
）

世
上
、
伝
説
的
に
語
ら
れ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
〝
二
股
ソ
ケ
ッ
ト
の
発
明
〞

は
、
現
・
福
島
区
大
開
町
に
移
転
後
の
こ
と
で
あ
る
。

（
2
）
『
自
敘
傳
』
は
昭
和
三
十
七
年
に
少
し
語
句
を
改
め
、『
私
の
行
き
方
考
え
方
』

と
改
題
し
て
実
業
之
日
本
社
よ
り
発
刊
さ
れ
た
。
現
在
は
Ｐ
Ｈ
Ｐ
文
庫
の
一

冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
実
日
版
は
猪
飼
野
の
〝
猪
〞
字
を
脱
し
、
Ｐ

Ｈ
Ｐ
文
庫
で
元
に
復
し
て
い
る
。

（
3
）

佐
藤
氏
の
前
著
『
松
下
幸
之
助
　
成
功
へ
の
軌
跡
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
平

成
九
年
）
は
厖
大
な
資
料
を
駆
使
し
て
著
述
さ
れ
た
労
作
で
あ
る
が
、
そ
の

後
、〝
さ
ら
な
る
真
実
に
迫
〞
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
こ
の
【
事
蹟
研
究
】

の
連
載
が
開
始
さ
れ
た
。

（
4
）

現
在
の
（
新
）
平
野
川
は
猪
飼
野
地
区
の
中
心
を
南
北
に
貫
流
し
て
い
る
。

鶴
橋
耕
地
整
理
の
際
に
開
削
さ
れ
た
も
の
。

（
5
）

こ
の
地
区
（
旧
・
鶴
橋
町
）
で
は
大
正
五
年
一
月
一
日
に
上
水
道
の
給
水
が

開
始
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
そ
の
当
時
す
で
に
井
戸
と
水
道
を
併
用
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。「
長
屋
」
と
の
記
述
に
も
疑
問
が
あ
る
。

（
6
）

あ
と
で
よ
く
考
え
る
と
こ
の
仮
定
は
明
ら
か
に
誤
り
で
、
こ
の
近
辺
か
ら
何

の
反
応
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
だ
っ
た
。
旧
・
平
野

川
に
架
す
柳
橋
は
、
当
時
の
大
軌
（
現
・
近
鉄
線
）
鶴
橋
停
留
所
に
最
も
近

い
位
置
に
あ
る
が
、
こ
の
橋
は
大
正
十
一
年
に
架
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
、
現
在
遺
さ
れ
て
い
る
石
の
親
柱
の
刻
銘
か
ら
推
定
さ
れ
る
。
松
下
が

居
た
大
正
六
年
は
鶴
橋
耕
地
整
理
が
始
ま
る
以
前
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
時
点

で
は
こ
の
場
所
に
は
ま
だ
街
路
も
橋
も
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
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（
7
）

『
私
の
行
き
方
考
え
方
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
文
庫
、
昭
和
六
十
一
年
、
五
二
頁

「
私
は
下
宿
生
活
を
十
六
の
年
か
ら
二
十
歳
の
結
婚
ま
で
、
金
山
と
い
う
同

じ
会
社
の
同
僚
の
家
で
送
っ
た
」
と
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
〝
美
人
館
〞
の

場
所
で
は
な
い
。
美
人
館
の
開
業
は
昭
和
十
年
代
の
こ
と
だ
ろ
う
と
聞
い
て

い
る
。
ま
た
佐
藤
氏
著
『
松
下
幸
之
助
　
成
功
へ
の
軌
跡
』
一
四
九
頁
に
よ

れ
ば
、
そ
の
下
宿
は
、
電
燈
会
社
か
ら
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
玉
造

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）

記
述
が
煩
雑
に
な
る
の
で
本
文
で
は
省
略
し
た
が
、
戸
川
氏
の
証
言
は
実
際

は
も
う
少
し
詳
し
い
。
大
一
電
機
北
側
を
東
の
方
へ
入
っ
た
弁
天
市
場

（
現
・
ノ
バ
今
里
）
の
裏
側
辺
り
の
方
角
に
Ｂ
氏
や
松
下
さ
ん
の
工
場
が
あ

っ
た
、
と
Ｂ
氏
か
ら
聞
い
て
い
る
、
と
の
話
で
あ
っ
た
。
古
い
伝
聞
の
た
め
、

あ
い
ま
い
な
点
が
あ
る
が
、
そ
の
辺
り
か
ら
更
に
も
う
少
し
ば
か
り
東
へ

（
現
在
は
通
路
な
し
）
進
む
と
、
今
回
の
〝
確
定
地
〞
に
至
る
の
で
、
方
向

的
に
は
矛
盾
し
な
い
。

（
9
）

こ
の
調
査
は
、
畏
友
・
奥
野
博
史
氏
の
蔵
書
に
よ
り
、
氏
の
手
を
煩
わ
せ
た
。

安
治
郎
の
治
は
電
話
帳
の
誤
植
。

（
10
）

東
成
区
大
成
通
二
丁
目
の
土
地
台
帳
が
法
務
局
で
欠
本
と
な
っ
て
い
る
（
一

丁
目
と
三
丁
目
の
分
は
完
備
）
た
め
、
調
査
上
ま
こ
と
に
歯
が
ゆ
い
感
じ
が

す
る
が
、
し
か
し
大
体
の
目
的
は
こ
れ
で
達
成
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
な

お
、
舟
橋
町
で
は
吉
村
安
次
郎
が
土
地
を
所
有
し
た
形
跡
は
な
い
。

（
あ
じ
ろ
・
け
ん
じ
ろ
う
　
郷
土
史
研
究
家
）


